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生の体験を通し、子どもの心に感性を育む。

異年齢児の縦の関係を築く。

将来の町の力となる基 礎を育む。

思いやる心の芽生えを 育て、様々な出来事に
対処する力を育てる。

環境を整え、地域社会との連携を
図り、家庭養育の補完を行う。

 幼児期は生涯にわたる人間形成の基
連携を図りながら、園での生活を通して
面では家庭にかわる養育の補完を行う
 ３歳未満児は保育所の保育指針に基
は就学前一貫教育の充実をめざす。

礎を培う大切な時期であるので、家庭との
生きる力の基礎を育成する。また、保育の
場所として、子育て支援の充実を図っていく。
づいた保育を行い、３歳～５歳児について


